
(1) 初代カセット・ウォークマン「TPS-L2」という製品イノベーションに関する needs と seeds 
ソニーの初代カセット・ウォークマン「TPS-L2」(1979)という製品は、下記に示したような先行シーズを利用して、潜在
的ニーズに応えることを目的として開発された新製品として位置づけることができる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(2) 携帯音楽プレーヤー市場における製品イノベーションの歴史的展開 
ソニーのカセット・ウォークマン「TPS-L2」(1979)は、その爆発的ヒットにより、「携帯型音楽カセットプレーヤー」

市場を新たに創り出すとともに、アップルによる 21世紀の初代 iPod(2001)という製品にまで連なる「携帯型音楽プレー
ヤー」市場を新たに創り出したという意味において、画期的な radical product innovationであった。 
初代カセット・ウォークマン「TPS-L2」(1979)という製品以後の radical product innovationは、下図のような形で進

んだと考えられる。 
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「音楽を手軽に楽しみたい」 

「音楽をどこでも楽しみたい」 

という潜在的ニーズ 

ソニー＜カセット・ウォークマン＞ 
ソニー「TPS-L2」 

1979 年 7 月 1 日 

 

「カセットテープ」技術 

「半導体」技術など 

製品の「軽薄短小」化を 

実現可能とする先行シーズ 

先行シーズ 潜在的ニーズ 


